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トルコ語「観音経」写本の研究

付編旧「素文珍蔵」写本断片訳注

小　田　壽　典

はしがき

　トルコ語本「観音経」は，いわゆる初期ウイグル仏典の出現に関する議論の対象となる

テキストである1）。正式には「妙法蓮華緻（T．9，No．262）の1章である「観世音蓄薩普

門品第二十五」は，斗酒羅什（Kumarajlva）の漢訳経典であり，間違いなくトルコ語添はこ

れにもとつく。ラドロフ刊行［Radlof｛　ig11］のウイグル写本は単行本として行われたが，

トルコ語弊「妙法蓮華経sが存在した可能性は高い。これまでに発表された写本断片は，

「観音経」を除けば以下のものである。

　（1）　「提婆達略章第十二」：大谷探検隊収集品［橘1913］

　（iD　「薬王菩薩習事品第二十三」：ドイツ探検隊収集品［Zieme　1989b】

　Gil＞「陀羅尼品書二十六」：悶上〔Zieme　l989b］

　（IV）「普賢菩薩勧発贔第二十八j：同上［Maue－R6hrbom　l980】

　ここに注目されることが2点ある。第～は，（ll）：出土記号なし（U　3542），（　liD：出

土記暑TID，TM　256（U　2376），（iV＞：出土記号TID，TM　255のウイグル文字写本の3

断片が筆跡，書法及び写本形式の観点から同～写本の部分であるとみられる。これはト

ルコ語本『妙法蓮華織の存在に，けだし有力な証拠となる。第二は，上記写本に，濃厚な

ソグド的影響が指摘されることである。研究発表者の見解に従えば，トルコ語本はある

知られないソグド語本に伸介されて漢訳原典にさかのぼる可能性があるという。第二の

点に関して，必ずソグド語本の設定が必要であるかどうか，重要な課題となろう。さしあ

たり，トルコ語本「観音経」がトルコ語本『妙法蓮華繊の1章としてつくられたものかど

うか，既刊のトルコ語「観音経」写本を樽検討し，ついでに新たに岡定された写本断片の訳

注を付編とする。
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1．写本の発見と刊行

　写本A：刊行者ラドロフによると，トゥルファンで入手し，レニングラードにもたら

されたジャコフ（Djakov）収集錨のなかに，285cm　X　27cmの巻子本があり，170行（行聞隔

1．8cm，各行長24．7cm）からなっている。そして筆跡や紙質から岡一写本とみられる4

断片が兇いだされ，巻首の破損部分を補うものとわかった。もっとも長いものは36行，他

の二つは各6行，もう一つは4行であったという。ラドロフは空行の2行（第10，17行）を

舶え，ウイグル文字の活字三綱によって復元を試み，全224行のテキストを発表した。写

本はもともと226行ないし227行からなり，8箇所にわたり大小の破損があるけれども，現

状は222行が残ったということである。この写添は，ウイグル活字本と巻末6行の写真

（1a）とともに，ドイツ語の訳注を付けて刊行された［Radloff　1911］。

　写本B：上述ラドロフの発刊と前後して，「ウイグリカ」第2巻に，ミュラーは2断片

の写本（T．霞Y．10；T．∬Y．18）を発表した。その出土記号から，第2次ドイツ探検隊

によって，トゥルファン盆地のヤルポト遺跡から発晃されたことがわかる。ウイグル文

字写本断片の61行は，音訳とドイツ語の訳注が漢文原典と対照されている。図版はなく，

黒筆とたいへん色あせた朱筆の跡をみとめること以外に外観の特徴は述べられていない

［Mtiller　1910］　．

　写本C：マインツ・アカデミー所蔵認号：Mainz　No．733のウイグル写本断片も下

土記考（T．HY。32，39，60）からヤルポトからもたらされたことがわかる。この61行

（103cm×30．5cm）からなる巻子本断片は，シナシ・チキンによって発表されている。比

較的小さな文字のもっとも優美な書体例であるという。両三に黒線で引かれた欄のなか

に，二野に重ねて書写されている。断片の裏面のはじまりのところに，“ゐ。興碑証伽

Pusa7”　bitigi　ol”〈eれは観世帝菩薩の書なり〉とあるという。このトルコ語方式の音訳テ

キストは，トルコ共和国トルコ語の訳注とともに，上述2写本との校異を注記するが，テ

キストの表記が標準化されているために，写本の書法をありのままに知ることができな

い。図版は未発表である［＄．　Tekin　ig60］。

　写本D：問じくシナシ＝チキンによって，マインツ・アカデミー所蔵記号：NQ．289

（T．RY．54－a）が発表されている。ウイグル写本断片11行（17cm×16cm＞は前後と左側
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（行宋）が欠ける［＄．　Tel〈in　1960］（本稿第2章第2節参照）。

　写本E：大谷探検隊の橘瑞超がトゥルファンで入手した，ウイグル文字の貝葉型紙

本一葉43行（6寸4分×1尺2寸3分≒19．4cm×37．3cm）が1翼版とともに，羽田亨博士

によって発表された1：羽田亨1958］。

　写本F：未発表の写本断片であるが，「回鵬寓経残巻，吐魯番出土，素文珍蔵」と記さ

れたものがある。3断片（18行：23cm×23．　3cm，20行：25．　7cm×23．3cm，46行：

60．2cm×23．3cm）からなるが，接合面を考慮すると，合計78行になる。行闘隔1．3cmで，

行畏20．4cmの小網に朱罫欄が引かれ，四線の行罫に重ねて黒墨で文寧が書写されている。

付編，iRド素文珍蔵」写本断片訳注を参照されたい。

2．テキストの復元

2．玉．写本Aが完本に近いことは，漢文原典との対照から最初にラドロフによって確か

められた。そして写本Cが写本Aの破損部分をよく補うことも，シナ垢チキンの証明

したところである。以下に5箇所のテキスト例を挙げて漢文原典との対応を示そう。

　（1）漢文原典の題記「妙法蓮華経観世音菩薩普帯磁第二十五」に対して，写本Aの題記，

さらにハミルトン［Hamilton　1986］発表の敦燵写本（Or．82i2（122＞＞の題記メモ2｝とが対

比される。

　　写本A（2－3）：quangi’lm　p媛sar　alqu曲s類gar滋’6z　k6rkin

　　Or．　8212（122）　：　quangi’im　pusar　alqudVn　s’ingar　2t’6z　k6rtkin

　　　　　　〈観世音菩薩がすべての方面に身体の姿を＞

　　A　：　1〈6rkitip　tl’n171arqa　as’i’7　tusu　q’llmaqlr’　bisY　etuzuR6

　　8212（122）：k6rtg銭r慧p£￥n至γlarqa　as’iγ（以…ド写二本星i皮損）

　　　　　　　〈現して衆生に利益するこ，と，第二一十五〉

　この題記には「妙法蓮華経」に対応する訳語はなく，「観音経」の単行本を示唆するが，品

数の明記は糖法蓮華経調の一部であった証左ともなりうる。

（2＞「爾蒔無鑑意菩薩即継端起，偏祖右肩合掌向台而作画醤，世尊観世音菩薩，以飛騨縁名
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観世音」の対応箇所がウイグル写本にもっとも欠損している部分である。写：本Aの第4

行から第5行の問にあたり，写本Cはわずか数語を補足するにすぎない。ただ常套的文

脈であるから，他の経典写本を参考にすれば，少なくとも以下のような文章であった可能

性はある。

［　4　］　““　：　［ol　ddifn　alq’in6sl’z　k6gifz　bodisvt　olurm’i’g］　orlt’i’nta

［5］

［6］

［7］

［Org　turup：◎ng　tigniRt浸ki亡onぎn　birtin　a～～ごnごP　alg玉nl

［qavgurup　tRgri　burxanqa　’in6a　tip　Otifg　Otifnti　：　tflgrim］

［na　t’tlta7tyn］／Ci：uR　agidgu61　tip　atanVi’　［a’r］　lci　：　：’i’n6a　［uquRg］

〈その時，無尽意菩薩は座席から起き上がって，右肩の衣を～方に旧き，〉

〈手を合わせて天ブルハンにかように請うた。わが天よ，伺のわけがあっ〉

〈て声を聞くもの，と名づけられたか。かように理解せよ。〉

　以上の補充箇所はあくまでも類推によるものであるから，新たに欠損部分の写本が発

冤されたとき，修正されるべきものと考える。

（3）「佛三無盤意菩薩，善男子，若有無量百千萬億衆生三三苦悩」に対して，

［　8　］“5：　（siz）　t6ztiR［ttm　na　ti6ifn　tip］　／C2：tisar　agidga’li　arklig

［　9　］“6：tip　titir　bo　yirtin6ttdaki　kim　amgaklig　“’R171ar／C’3：atasar　ol

［IO］　“7：sav　yoq　kim　kantu　igidmasar　：　anl’　if6ijn　bo　aryae

［li］“S／C’‘　：valokdigvr　tip　atanur　：　£av7a66a　quangima’im　titir　：　’i’n6a

［12］　“9　：　tip　yrl’tqadr／C5　：　t6zuRtim　bir6k　bo　yirtintSUda　sans’iz

［i3］”’O‘ttiman　t’tn17｝ar　［tikifg］IC6：amganstir　oi　amgakintit

［14］　quaRgi一’im　pusarqa　umu7　1’na7　tutup　［aVi’n］／C7：　atasar

　　　〈汝，善人よ，何ゆえといえば，聞くべき力ある，といわれる。〉

　　　〈この世界における苦悩する人びとが称名すれば，その〉

　　　〈言葉を自身聞かないものはないのだから，それゆえにこれ聖なる〉

　　　〈アヴァロキテシュバルと名づけられる。唐門では「観世音」といわれる。〉

　　　〈かように仰せられた。善人よ，もしこの世界において無数万の人びとが〉

　　　〈観世膏菩薩に帰依し，称名すれば，〉

　ここではわずか数回を補充すれば，文章は完全である3｝。

（4）「聞罷観世音菩薩，一心称名，観世音菩薩灘痔観其音聲皆得解脱」
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［！5］（：7：b・b・disv亡k議n瞼i　a繭櫛伽anta　oq　aきid装r：

［16］Aii：6trif　ol／CS：amgaklarinta　ara　kirip　qut7arur　：　oi　qama7

£17］A12：吾mg護｝〈ligl装r護獄gakint譲antaγqutrulur：

　　　〈この菩薩は野寄を称名したゆえに，そのとき聞きわける。〉

　　　〈すなわち，その苦悩のなかにはいって祝福する。そのすべての〉

　　　〈苦しむものたちは苦悩から，ただちにすくわれる。〉

　これ以下の写本Aの破損部分も穿本Cによって補完されるが，その検証は省略する。

写本Aと写本Cの問には書1写の出入りがあり，数語の欠損箇所が残るが，岡…系統の写

本であることは疑いない。写本Aの行李はラドロフが推測したよりも数行多く，少なく

とも229行に及んだと判断されよう。しかし写本Aの田文の部分には獺当の脱落がある

とみなければならない。

（5＞「假使興野葱，推一大火坑…　　衆生西堺厄，無量苦遍身」（25対句）

［189］”i”4yilvil〈ip　a7uqup　dlurgali　saq’i’nsar　yaRZ　oi　oq　q’i’lta6’iL

［190］“iSS－cla　tagir　ayl’）t　irin6yar17＃　umu）tsttz　’ina？ts’iz　a’mgak｝ig

［191］・X’biifin1γ1ar　dgi鼓t鼓（三a魚9て捻ta　ta（亘y薮gr滋k　adas’inta

［！92］　“iS’tudas’inta　ara　kirifr　oz7urur　al　6avig　bilga　bilig

　　　〈翼にかけて毒殺しようとするものがあれば，またそのなそうとする〉

　　　〈ものにいたる。悪く不幸にして希望なく苦しみの〉

　　　〈衆生の，その父母の，またさらにひどい危〉

　　　〈審のなかに入り，救うものなり。方便・知識〉

　漢文原典の偶25対旬に対するトルコ語訳は娃行にすぎず，しかも内容は一致しない。

この不一致は翻訳の原典によるものか，書写の過程に起こったものか，あるいは訳述の省

略のために改変されたか，にわかに判定しがたい。ラドロフは，これに続く写本Aの第

212行までの原典の燭文（19対句）にあたる部分もトルコ語訳者の独欝のものである

〔Radloff　19U：V］と述べるが，金く一一一致しないのではない。原典「課訟経窟処，怖畏軍

陳中，念彼観音力，衆怨悉退散」にあたる訳語は欠けるが，その他は原典に従った訳文であ

る。ただ，原典「常願常1獲舞］，…影干煩悩焔」に対応するトルコ語文（写本A！95－203）は，読

者（供養者）を第2人称とし，観世音菩．薩を第2人称とする一種の祈願文の体裁に変容さ

れている。これは写経者の意図による可能性があるので，あとでもう一度触れる。
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2．2．写：本B，Dもまた，写本A，　Cと岡～系統のものであることは明確である。写本D

については，1979年に，レールボルン氏（Prof。　Dr。　Klaus　Rdhrbom）の好意により，写：輿

から音写したメモが手もとにあるので，ここに記載しておきたい。写本Aと対照すると

第138行から第147行にあたる。

　　　Mainz　No．　289，T．　ll　Y．　54－a

（　1　）　［yp，z］lug　ar　av6i　1〈drkin　／／／／／／／／／／／／／／

（　2　）　bir61〈　kan6　ur’i’一lar　1〈an6　q－i－z一｝［ar］　／／／／／／／／／／／／／／／／／／

（3）　［t’in］171ar　a’rsar　quangi”im　pusar　ol　／／／／／／／／／／／／

（　4　）　qvzlar　k6rkin　k6rtgifrifp　nomla／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

（　5　）　［tRgri］一lar　ya“klar　luu－lar　kantar　kintirvi－lar　／／／／／／／／／

（6）　［　］一lar　xan－larl’　mxuruklar　kigi－lar　kigi一／／／／／／／／／／／／／／

（　7　）　qutru17u　t’i’R171ar　a’rsar　quangi一’im　／／／／／／／／／／／／／／／／／

（　8　）　alquqa　yarag’i一　at’dz　kdrkin　kdrt／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

（9）　［bird］　｝〈　v6irpan－lar　i〈6rkin　k6／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

（IO）　quangi一’im　pttsar　ol　／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

（11＞　1〈（6）［rt］gttrdp　nomlayu　qu［t］7ar［ur］　／／／／／／／／／／／／／／

2．3．以上4写本に対して，写本Eは異なった系統に属する。羽田亨博士は写本Aと比

較して次のように述べる。「両者は全く二三にして，行文，訳語共に相合せず，漢文より翻

訳したるものなることは両者相岡じきも，此の断片のは彼に比して遙かに原’文に忠実な

る訳文なり」［羽田亨1958：143］といゲ1。写本Eは43行（写本A第38行から第64・65

行〉，破損の多い断片にすぎないが，前節で述べた写本とは別に，漢文原典から翻訳された

ものの写本が存在したことを証明する貴重なものである。

　さらに，写本F（写本A第88行から第122行）も写本Aとは異なる別訳である。明らか

に原典に忠実な訳出と補足的文章とが混在する，異色のテキストである。写本Eと岡～

系統のものかは即断できないにしても，「観世音菩薩」の訳語について，写本A系統は

‘4微2説物餌50〆’とするに対して1写本E系統は“4uan3’i’　im　bodistv”とする。14世紀の頭

韻詩［｝1・az　ai　l970，　cf．小田1984］に引朋された本経典の一部は，後者の系統に属する，

と思われる。

　以上6写本の残存箇所を，2参：本Aを基準にして表示すれば，以下のとおりである。
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表1

1：A系統
A　1／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／224

B　70／／／／／／lll　l15／／l17　119／／／／／／／／／／143

C　4／／／／／／／／／65　87／／／109

D　138／／／147
H　E系統

E　38／／／64・65

F　88／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／122

3．言語の特徴

3．1．文字と正書法：ラドuフによれば，写本Aの書体は葦ペンで書かれた普通の筆

跡であり，それほど（マニ経典のように）美しいものではない。qをγから区別する，いわ

ゆる発音異同符号の2点はかなり不規則であって，書写入は“よけいなもの”とみなして

いたとうドロフは評する〔Radloff　1921：1］。ラドロフの活字本が写本の実際を忠実に

写したものとして，2点符号の正誤表を仮につくると，下の表2のようになる5）。

　　　　　　表2

文字

　q

　7

　計

頻痩

338

221

559

母

等
”
X
X

正字数

217（64％）

209（95％）

426（76％）

母

字
X
文

誤字数

121（36霧）

12（　5　％）

133（24％）

　確かに符号の脱落ミスが目につき，書写の後期性を示すものかも知れないが，まったく

混乱しているのでもない。

　次に，sと9の文字区分について，ラドロフは，原則的には書きわけられたが，書写人は

不注意にも混岡したとみる。活字本から数例をみると，甑箆侃ぬ33），smnanU（　135）；zψ観
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（133，i35）とある。末尾の写真園版をみると，snfeix（219），sang（222），ぎ擁（Radloff：sali），

妙θ鼠223）ωと読みうる。まぎらわしいが，区別の痕跡は存在したと判断される。なお写

真下版によれば，語頭のnと’（アレフ〉またはaの文字区別は明瞭である。

　．正書法については，写本Aは慣例的に後期（モンゴル疇代）まで行われた母音不馴の例

を含めて，ほとんど標準的な書法にしたがっている。fだ，4urtorl一〈救われる〉の語は，

qutrulurのように，rの音位転換例とqurtu／yuのように，そうでないものとが混在する。

写本Cでは，チキンの音訳に従うかぎり，音位転換の例はなく，また両本ともに，　drddni

〈能力〉であり，後期写本にみられる，ddramの例はない。写本Cは図版が発表されてい

ないので予州できないが，外姑・正書法について写本調査の必要牲がある。

　さて，写本E，Fについてみると，qの発音異岡符号の2点は規則性をほとんど持たな

い。とくに算本£はγに多く2点が付けられている。また写本Fでは1点符号が，q，γ

の双方にしばしばみられる。両写本とも，s，9の字形の区甥はほとんどないようにみえ

るが，写本Fの砂観［瑚，5妙観41］は字形からそう読んだ方がよいという程度の区甥は

あるとみたい。写本£のttd｝・dmlig（34），qutr’ulzerlar（30）は，写本E，Fを通じて，この2例

のみであるが，rの即位転換の例である。写本Fは，語頭のn門形の特微をかろうじて保

持する。またd／t，s／zの字母交替は懲だたない。つまり写本Fはモンゴル期にくだる，

ウイグル文字のもっとも後期的特微を持たないとみてよい。

3．2．文法形態：箏本Aでは，奪格（意昧）は一da／da，一ta／一taにより，一d’in／din，一t加／

畷nが現れない。後者の形態は写本Fでは普通にみられる7｝。写本Aのyarutif　bir2iln

（200）〈照らしくだされ〉，Oritir（201）〈起こす〉，翼rz4酬199）〈照らす〉の分詞・動講形は，x

ルダルによれば，このトルコ語訳本の成立を比較的初期におく理由となる［Erdal　l979：

153］。また，本来トルコ語にはなかったはずの関係代名詞kim構文を晃いだすことがで

きる（cf．　ED　72e－721：llim）。前章，例文（3）の〔！0］：“ol一・llim…一skeT・’は一・一一つの定型的構

文であるが，写本．A（189－190）：“ol　Nir　suv　yoq　feinz　knttz　bxi　tdgmtisar’〈彼が自ら到達でき

ない地水（世界）はないのだから〉もまた岡例である。ただし，“feim　qarvu　tZn13ノー・認欝∂〆’〈…

であるところの人は〉のような関係従属簿構文は，定着形式として写本A，Fの随所にみ

られる。

3．3，外来語：借摺語の問題は，すでに羽田亨博士によって写本AのsartPau（45）と写

本Eの5α磁目高（7＞の対応が指摘された［羽田亨ig58：146｝。また，saripauはヂ薩贅」
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にあたるという，羽田魍先生の着想［羽田溺1971：427］が，最近吉田豊氏によって，ソグ

ド語形として実読されている［吉田1989：168－171］。写本A系統と写本E系統の間に

おけるサンスクリット語源の借綱語形の相違は，この経典写本の比較研究を有意義にさ

せる視点である。

3．3，1．借用語彙の研究は，とくにインド・サンスクリット語に語源を求めるだけでな

く，語形変化の特徴が貸借関係を示す結果になる仲介書語を特定するeとに関心が及ん

でいる。ソグド語・トハラ語（A，B）などの中央アジア残片語の研究の深まりに負うとこ

ろが大きいのである。語末変化の規則性に着羅した庄壇内正弘氏は，とりわけトハラ語

とソグド語の導入語璽に関して，既発表のテキストから網羅的に集めた語彙の精致な分

析を試みた［庄垣内1978］。写：本A系統について語彙の形式が「特定のソグド色の濃い

文献」に属することを指摘している。さらに，ラウトは初期トルコ語仏典において同様の

分析を行った［Laut　1986］。これらの研究例を参考にして，漢語とソグド・トハラ語から

の借用語彙について，インド・サンスクリット語源の継承を分類すれば以下のようであ

る鴨

ほ）中期語借用語彙

　（1）インド語意の継承5例

　　6z競（A）（布施～Skt．　dana），卯侃動ηz（£，　F），4麗7醜物餌5姻A，　B＞（観世音菩薩，

　　cf．　aryavalokdi曲r～Skt．　aryavalokitegvara），taysuflin（A）／ta）tsangrtn（B）（」）（大将軍

　　～Skt．　ma撚sena），’4y伽g（F），　cf．　mxayan（大乗～Skt．磁a紘y蝕a），’oッ初（A）

　　／tOYU7z（B）（道人～Skt．　bhiksu）

　（2）インド語形の継承2例

　　赫覗23（A，B＞（箆沙門，　cf．　vai§irava無i～Skt．　vaigravapa），sw（A）（娑婆～Skt．

　　saha）

　（3）その他4例

　　融z（A）（真），　lu（B）∫luu（D）（龍），tsun　tsu71（A）（寸寸），tsuy（A）（罪）

　（lt）ソグド・トハラ語借綱語彙

　（！）インド語意の継承にもとつくソグド語7例

　　aSun（A，　F）「（悪）趣」（＜Sgd．”2wn～Skt，　gati），dzrua（A，　B，F）「梵」（＜Sgd．’zrw’

　　N　Skt．　brahmaR），　dintar〈F）（〈Sgd．　6yn6’r（6ynt’r），　‘priest’　‘monk’　c£　＝：i：i－LiH　i987

　　17，n．21＞，xormuzta（A，　B，F）「帝釈」（＜Sgd．　xwrmwzt’～Skt．　indra＞，痂泌α藤A＞
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　「煩悩」（＜Sgd．　nyfi’ny～Skt．　kle§a＞，no．5（A＞（＜Sgd．　nw9～Skt．　amぎta），tamor．

　（A）「地獄」（＜Sgd。　tmw～Skt．　naraka）

（2）インド語形の継承でソグド的特徴を有するもの15例

　arxant（F）（＜Sg〔玉．　rx’nt－Skt．　arhant），oアツατ6～わん諮ηノー，［a　rya］一（むα髭）々煽ぎτ履7・）（C）

　（〈　Sdg．　”ry’f3rwkbygfir　e一　Skt．　sryavalokitegvara），　ardn，i（A＞，　drdini（E）　rtt’i：’．／／／’」　（〈

　Sgd．　rtn．y～Skt。　ratna），　bodiswt（A，　B）／bodistw（E）「菩薩」（〈Sgd．　pwδystβ，

　pwtysrsty　N　Skt．　bodhisattva＞，　bayan〈F），　bztyanlayu〈A）（〈Sgd．　pwny’n　一一　Skt．

　pu寧ya），ηzxa／wと（F＞（＜Sgd．　mx’r’c～Skt．　maharaja），mxastv（E＞「回訓薩」（〈Sg（1．

　mx”stβ～Skt。阻ahasattva＞，pratikabzet（A），　prtileabttt（B），　pratifeasanbut（F）「僻支

　佛」（〈Sgd．　prゼykpwtt～Skt。　pratyekabuddha；Skt．　sa単buddha），　sart／）au（A）「商

　i｛ll｛1　，　cf．　sai‘ta　va．xZ　（　〈　Sgd．　s’rtp’w　）　，　．sV’mnancV　（．　A　）　，　smnani　〈　A　，　B　）　，　smncV’　（　B　）　，　．s”’amnan6

　　（F）「比丘尼」（〈Sgd．9mn’nch～Skt．§ramana＞，蕊ノη搬ん（A），ぎ昭η盈（A＞，5xノ・vk（B）

　　「聲聞」（〈Sgd．蓉r”βkt（pl．）～Skt冶ravaka），　uPasaizU（A，　B，　F）「優婆夷」（〈Sgd．

　’wp’s’nch～Skt．　upasika）zipasi　一一妙α頚A，　B，　F＞「優婆塞」（〈Sgd．．　wp’sy～Skt．

　upasaka），　viirX）al’z（A，　D）「金剛神」（〈Sgd．　ficr’P’n．～Skt．　vajrapapi＞，　vidvay（A）

　　（〈Sgd．　wy6fi’7　ev　Skt．　parlvarta一”，c｛．　Maue－R6hrbom　1980　：　253，264，n．　52，54＞

（3）インド語形の継承によるソグド・トハラ語共通の特徴を有するもの15例

　asur（A，　B）「阿修羅」（＜Sgd．”s’wr～Tokh．〈A）asur，（13）asure－Skt．　asura）

　　bramn（A，　B）「婆羅r【1」（＜Sgd．　pr’γmn～Tokh。（A＞brδmarp／praama￥i），（B＞

　　brahma狸～Sl（t．　brahmaひa），6nzbudv’ip（A＞，　flmberdvi／）（B）「娑婆」（〈Sgd。

　cnpwδβyp～Tokh．（A／B）jambudvip～Skt．　jambudvTpa＞，ん短｝・（D＞「緊那系臨（〈

　　Sgd．　kynntr），　kntrv（A），　lllzt．r（B），々ガη‘ガ痂（D）「率乞謎1婆」（〈Sgd．　knt（．’）　β～Tokh．

　　（A）gan（lharv一，（B＞gandharve－Skt．　gandharva），　fllp（A，　B）「劫」（＜Sgd．　klp～

　　Tokh．（A）kalp，（B）kalp～Skt．　kalpa），　flolt’i（A），ん碗（A，　B）「億」（＜Sgd．

　　1〈wrty／kwty　N　Tokh．　（A）1〈or（i），　（B）　［koti］　一“　Skt．　koti），　maxztrufe（A），　ma　varule

　　（B），η～κz〃・～漉（D）「摩二二｛jJ［】」（〈Sgd．？～Skt．　mahoraga），規盈云動ブ（A＞，　mnv”s　va　？・

　　（B），2ηα繍粧α司（F）「大｝垂1在」（＜Sgd．鵬x’y弱r～Tokh．（A＞mahigvar，（B）

　　mahigvare　N　Skt．　maheSvara），　mxafelp（F）（〈　Tokh．　（A）　mahakalp　”v　Skt．

　　mahakalpa），　mscayan（F）（〈N　Skt．　mahayana），　paramit（F）（〈Sgd．　p’r’myt・iv

　　Tokh．（A／B）pxaramit－Skt．　parami．ta），　prit（A）「鬼」（〈Sgd．　pr’yt～Tokh．（A）

　　pret，（B＞prete～Skt．　preta），勲加撚（A）「釈迦牟尼」（＜Sgd．ぎky凱wn～Tokh。
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　（A／B）SAkyamuni　一　Skt．　gllkyamuni），　s”’lok（A）r｛rei（〈Sgd．　gr’wkYgl’wk　一一　Tokh．

　（A／B）　Slok　一　Skt．　gloka）

（4）インド語形の継承によるトハラ語形の特徴を有するもの6例

　asanki（F）（〈Tokh．　（A）asarpkhe，　（B）asarplchyai　一w　Skt．　asai｝ikhyeya），　mxabrxmi

　（F），　cf．　dxrua（く　～　Skt．　mahabrahman），　sanc“anaUのyi（F）（〈　～　Skt．

　saficifijaya／sa憩ci菊aya＞10｝，　sart（E）「商人」（〈Tokh．　sarth～Skt．　sartha），　sartava－

　st（E＞「商主」，　cf．　sartPau（〈Tokh．（A）sarthavak（s護rthavahe），（B＞sarthavahe～

　Skt．　sarthavaha），η8競ノη襯η∫（F）「毘沙門」，　cf．6細2ππ（＜Sgd．β’y糞rβn～Tokh．

　（A）　vaigravaip，　（B）　vaiSravape　N　Skt．　vaiSravapa）

表3

（1）申国語借朋語彙

（1＞インド語意の継承5例（A系統4例，E系統1例）

（2）インド語形の継承2鯛（A系統2例，E系統0例）

（3）その他4例（A系統4例，E系統0例〉

（ll　）ソグド・トハラ語借用語彙

（1）インド語意の継承，ソグド語7例（A系統6例，E系統4例）

（2）インド語形の継承，ソグド的特徴15例（A系統12例，E系統10例〉

（3）インド語形の継承，ソグド・トハラ語共通15例（A系統12鯛，E系統4例）

（4）インド語形の継承，トハラ語形の特徴6例（A系統0例，E系統6例）

　上表3の（嚢一3）ソグド・トハラ共通のA系統12劔はすべてソグド語系の由来である

可能性が高いm。つまり，少なくとも写本Aの借用語は藏接には漢語ないしソグド語で

ある，と推定される。これに対してトハラ語系の6例は写本E，Fを特徴づけるものであ

る。

3．3．2．八部衆の名称：天龍八部衆の名称について，写黍A系統のテキストのトルコ

語形には書写の異岡がある。まず，漢文原典（鳩摩羅什訳）との対応をみると，以下の通り

である。便窟のために左肩へ順位の数字を付ける。
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鳩T．262：　　　1諸天　　　2龍　　3夜叉　　蝿闘婆　　5阿修羅

写：本A（142－143）二itngrila’r　　3ya快刀　　　　　4kntrvlar　5as妓擁ar

　　B（b　22’23）：itBgrilAr　3yaklar　21ular　4kntrvlar　5asurlar

　　D（5H6）：　i［tngri］lar　3yal〈｝ar　21uular　’kantar　4kintirvilar　5／／／／／

12

鳩
A
B
D

ξ遡縷羅　　　　　7緊那羅　　8摩喉羅伽

ξ’盛mqraquき茎ar

6ta｝rm　qraquglar

fi／／／／／／／／／／／／lar　xaniarY

呂maXU1二uk圭ar

Smaxaruklar

smxuruklar

　写本Aは（2）（7），写本Bは（7＞が脱落し，写ホDは（1）（5）（6）が破損したほ

か，（7）に混岡があると思われる。このテキストに一致する他のトルコ語とソグド語の

例証は，敦爆写本にあり，すでに議及したことがある［小田1983］。おそらく（4）（7）は

音写の三岡がまぎらわしいために，脱落したり，混間されたのであろう。ともかく二二の

借用語形（4＞（5）（7）（8）がインド・サンスクリット語源の継承であることは疑いない

が，多少とも各写本独自の変異は免れない。概してトルコ語形はソグド語によく対応す

る12｝。

　さらに，これらと共通の変異を漢訳経典に見いだすことができる。たとえば，鳩摩羅什

鵬〉及び玄婆（玄）の訳語を標準形とすれば，ソグド・トルコ語形に近い変異形を，初期漢

訳経典に多く旧いだす。たとえば，支婁迦識（支）・康三三（康）・竺法護（竺）の旧例を挙げ

ると，以下のとおりである。

表4

Skt． gandharva　asura kirpnara　mahoraga

二丁．224　健陀羅

康T．197　乾沓和

竺T．154　　乾沓和

iag　T．262　　　掌耐熱婆

玄丁．220　健達晶

晶須倫

阿須倫

阿品倫

阿修羅

阿品洛

温品羅

藪陀羅

翼陀羅

緊那羅

緊捺洛

摩喉勒

摩休勒

摩休勒

摩温品伽

莫呼洛伽
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　ここでは緊那羅（‘k柔甑一‘aa’一訟くSkt．　k恥nara）系とその変異形の頸陀羅（晦益欝、d‘含一猿

～Sgd．　kyntr）系の2系統を漢訳者によって2分類してみよう。表5は大正新修大蔵経

の索引をよりどころにして，巻1から巻21の証鯛に従って漢訳者の薙代順に分類したも

のである13）。

表5

「

障繭　 年代（世紀） 漢訳者

1：変異形 2－3 ［1］支婁迦鐵［2］康孟詳［3］竺大力

凱陀羅 3 高雄：謙

翼陀羅 3－4 ［5］操法護［61鐡道眞［7］無叉羅（無羅叉）

緊血縁＊ 4 ［8］戸梨蜜［9］僧伽提婆

など 4－5 ［10］竺佛念［11］論証羅什［121佛陀耶舎

5 ［13爆無識

～Sgd，　kyntr 6 ［24］菩提流山［30］那連山郡山

6－7 ［32］闘那堀多

7 ［401地婆詞羅

疑：標準形 3 ［4］支謙＊

緊那羅 4－5 ［エ0］竺細面〔11］論証羅什

緊捺洛 5 112］佛素謡舎［13］曇棄襲識［瑚佛駄駿陀羅

など ［15】墾堅〔16］論議i蜜多［！7］求那賊陀羅

［18］潰滅塩聲［19］功徳直［201曇曜

6 ［21］曼茶羅仙［22］僧伽婆羅［23］曇馬流支

［24］菩提流山［25］二二二二［26］二二般若

流支［27］毘目智仙［28］月晶晶齢那

［29］翼諦［30］那連提耶舎［31］闇那耶舎

［32］閣那蠣多

6－7 ［33］達摩笈多

7 ［34］波羅頗迦羅蜜多羅［3司玄漿（以下略）



1
、

担ヌ
勝Hr

「
、ノ 14

（注）＊「緊陀羅」に岡調する他の例は多く標準形である（［ll，24，32，40］）。

　　＊＊『4支謙の例は後世の修正を受けたと晃た方がよいのではなかろうか。

　以上，変異形（1）に同調するSk£、　mahoragaの例の多くもまた変異形の摩喉勒

（、mua一，γgu－lek）または摩休勒（，mua一、x美gu－lek）であり，これらはトルコ語形maantruk，

7πα瓢r融，mxurukと音写が近似する。要するに，写本A系統にみえる天龍八部衆の借用

語形は，初期漢訳経典の例と音写に共通点を兇いだすことができる。漢訳経典が4，5世

紀ころから次第にサンスクリット語形の正確な音写に改められたにもかかわらず，トル

コ語写本は，おそらくソグド語形を継承して，のちまで変異形を保持した，とみることが

できる。

4．訳経の時期

4．1．写本A

　写本A系統のトルコ語本の丁丁について識語はない。ただ第2章で述べたように，敦

爆蔵経洞写本（大英図書館Or。8212（122＞，出土記号Ch．00287）のなかに題記の一一部が三

晃されている。この事実は三三が蔵経洞の閉鎖時期（11世紀初頭）より以前に行われたに

違いないことを示唆する。

　訳文の特徴について，ラドロフはこの訳者を評して，むずかしい反復的文章の翻訳に，

たくみな表現のできた，うまれながらのトルコ人であったに違いないという［Radloff

1911：翻。決して直訳的な文章ではないが，漢文原典に沿った文意であることは明瞭で

ある。しかしながら，さきに指摘した偶文の訳述については一一考を要する。写本Aの第

195行末から第203行中を邦訳引用すると，次のようである［Radloff　1911：15－16］。

　　（A195）私は（196）幸福を願う，クルキヤ。大なる慈悲の観想の知をもって，（197）私

　　を観想し祝福したまえよ。汝の清浄・慈悲の光萌，（198）日天（太陽）のごとき知恵の，

　　汝の光がすべて（199）もろびとの心を照らす。汝は私の暗闇を（200）てらしてくださ

　　れよ。私の罪障より解放してくだされよ。すべて（201）世界の地水に大なる慈悲の

　　雲を，汝は起こす，わが天よ。（202）甘露のごとき甘い雨水を降らせて，人びとの

　　（203）煩悩の火を，汝は消す。

原典：常願二丁仰，無垢清浄光，二日破門闇，能伏災風火，普明照世間，

　　　悲髄戒雷震，三下門門雲，樹甘露法雨，滅除煩悩焔

　鰯文の大筋は，仏陀が無尽意菩薩に説く文脈であるにもかかわらず，この部分のみ供養

者の祈願文に変容されたと解される。これは，おそらく写本の目的によるものだ，と考え
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られる。

4．2．写本F

　写本E，Fは漢文原典との対応がより明確であるが，終始直訳であるのではない。とり

わけ写本Fには原典に存在しない行文が随所にみえ，注釈的文意を構成する。そのよう

な挿入文はのちの書写において補足されたというのではなく，翻訳に際して敷術された

文脈のようにみえる。しかもその語句の特微に翻訳蒔期の大枠を推定させるものがある。

すなわち，シングコ＝シェリ（蓉ingqo翻i＞のトルコ語訳「金光明経」（ラドUフ刊本〉のなか

に晃いだされる，例えば，「他化自在天」や「僧慎爾耶二叉大将」（正了知大将）の訳語と明ら

かに共通である。あえて推回すれば，敷衛的文章の一部は，シングコ；シェリのド金光朋

経」の翻訳（10世紀から1022年以前と推定される〉から引用されたものとみることができ

るu）。

5．写経の目的

　写経の識語が写本Aにある。

　　写本A（223）：drmuru6　9tili　upa猷qulqy－a猛s漁Rga　bitidim

　　　　　〈私，ダルムルチ・シェリは優婆塞クルキヤの発願によって書いた〉

　ダルムルチ（〈Skt．　dltammaruci）という書写人の名前は，僧侶であることを示すとみた

い。本文中に，“mh　qut　401urmn　qulqy－a”（A195－196）〈私は幸運を願う，クルキヤ〉という

文脈ば5｝，おそらく供養者（施主）である優婆塞（在家の男僑徒）クルキヤの祈願を吐露し

たものである。書写入によって，クルキヤという人名が霰き加えられたのである。前章

で述べたように，これに続く一部分を含めて，最小隈，第1人称（『mn，磁m1），第2人称

（一slz）の代名詞を挿入して施主であるクルキヤの祈願文に変容したとすれば，ありうる

ことである。写経が仏教信徒の布施行為によって行われ，そのために儒徒の名繭が経典

の本文中に書き（読み）込まれたのではなかろうか。

　確かに，この前後の文章を，原典に照らせば，省略または変容の作為がある。下図にお

ける観音信仰のひろまりはトルコ人の間でも例外ではなかった。経文の一部に作為が加

えられて観音嬬仰の異体的～端が示されたとみることができる。

む　す　び

　トルコ配本「観音経」の写本Aは，写本断片B，C，Dによって部分的に校異を考えるこ

とができるが，さらに肥しい写本の発見が期待される。さしあたり明かなことは，写本A
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は供養者の発願に沿った行為のために，原訳を忠実に書写したものではなさそうだとい

うことである。従ってこ．れを原訳とみなす誤解は避けねばならない。しかしながら，借

用語の分析結果からすれば，これまで発晃されたトルコ語仏教文献のなかでは，限られた

ある「特定のソグド色の濃い文献」（庄垣内）に属する。汗管な特徴をもつ「妙法蓮華経書の

写本断片と比較するとき，元来その1章として翻訳されたものと考えられる。そうだと

すれば，どのようなソグド的環境のもとで翻訳されたのであろうか。

　ソグド語本の仲介を仮定する考えのあることは，初めに述べたが，いまはソグド的環境

は三つの場合を想定することができる。

　（1）　ソグド語本の設定においてソグド語から重訳されたか，またはソグド語本が参

　　照された。これはトルコ語本の成立に直接かかわるソグド仏教の存在が前提となる。

　　Maitrisimit　nom　bitig《マイトレヤとの邊遁本》の出現に関するラウト仮説に逓じる

　　ものである（cf．　Laut　1986）。

　（2）　ウイグル支配下においてソグド人が漢語から翻訳したとみることも可能である。

　　これと比較される事例があるとすれば，たとえば，モンゴル支配下におけるモンゴル

　　語「八二経」にトルコ語本の影響がみられることである（c｛．小田1986）。

　（3）ソグド系文化の影響下にあったトルコ人が漢語から薩接トルコ認に翻訳した，

　　とみることもできる。ソグド・ウイグル系マニ教徒がトルコ語本の出現に関与した

　　という仮説はウイグル仏典の成立に関する森安説である［森安1989］。

　いずれにしてもトルコ語本「観音経」の写本Aにのみ伝えられたsartPau〈商主〉の語を，

：羽田明先生の着想に導かれてソグド古書簡のなかに発晃したのは，まさしく三田豊氏の

快挙である。天龍八部衆の名称の古い語形もソグド語に仲介されてこのトルコ語本に保

持された，とみてよいであろう。ソグド人の間に伝えられた仏教文化の影響下において，

直接であれ，間接であれ，漢語から翻訳されたことの事実を証明するのである。

　なお写本Eと写本Fは重なり合うところがないので，確実に岡～系統の訳本かどうか

はわからない。少なくとも後者はトルコ語本「金光明経」との関係を実証する，新しい知

見を提供し興味深いものがある。

注

1）Laut　l986，森安1989，小田1990参照。

2）Hamilton　1986：1，27－31；H，273．写；真によれば，破一面に次行の…部が残るので，題記メモ

　だけでなく，本文が後に続くものだったかもしれない。これは漢：文経典の下学が測用された。表
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　瀟の漢：文経典の欄外に，“na2110　but　n．amo　di’m　lltx1210袖～g　ISOγπ｝S（フγ如～御灘襯々nOm　bitig”〈南タ懸

　仏，繭無法，爾無僧，妙華経〉とあり，不発金に馳法蕪華織の題記がある。

3＞写本A第5行のs’r（チキンはtiser　（1みた：〉はsix〈汝〉ではなかろうか。　A第7行のogは，テキ

　ンのとおりsav　yog〈欝粟はない〉であろう。また写本A第8行［7α10砿頑翻りr；写本C第4行

　微Zoた4∫諏αr〔§．Tel（撫1960：9］である。

4）羽田博士の疑問としたいくつかの解読について，今では確定することができる。Ong（？＞

　kOrdtig・（？）（A－ll）→bng　kitrditk〈吹需〉，cf．　ED　l　68，739；angl’a（？〉（angrau？）（A－12）→加g認π

　くいるとき〉；た（a）nlig（？lad？・etmlig（B－13）→［走胡kalig　adrttmligr威握1之（力）」，勲」忽のトルコ語

　源・意味は必ずしも明かでない。「神通（力＞」の訳語としてもみえる（cf．　R6hrborn　1971：26

　n．293；ED　717）．

5）ラドロフは写氷の．資料的価健を失わせないために活字本は簾文の審厚を忠実に再現することを

　試みたという（RadlOff　1911：W＞。

6＞“妙。蕊”（＜Sgd．‘wp’sy）は“妙05ガ妙嬉”が正しいはずであるが，トルコ語化してこのように読ま

　れたかもしれない。

7）Cf．　Radloff　1911：39（n．　48）．写本Fの例：ttltay－dtn‘岬解z営1351〈困縁から生まれた〉，罎γ

　πo掘α読η［461〈悪法から〉については村’編参照。

8）淵例の形式は，霧本のトルコ語形（写本寵号）「漢’文原典」，比較のトルコ語形く。ξ．｝〈｛中介・需語例

　（ソグダ語（Sgd．〉／トハラ語（Tokh．））～語源（Skt．）とする。二丁参照文献は以下のとおりであ

　る。ソグド語文献：｝1．Reichelt，1）ie　soghdischen　ffa？idschnlftem’este　des　Bi’itischen　rVluseums，1

　（1928），　1．1　（i931），　1’leidelberg　；　1．　Gershevitch，　A　G，’ammar　of　Manichean　Sogdian，　Oxford　1954

　；D．N．　MacKenzie，　The　Bztddlzist　Sogdian．　Textsげthe　Br・itish　Librar．y，　Leiden　l　976．　トハラ語

　文献：W．Krause＆W．　Thomas，　Tocltat・isches　lt“lementai”buch，1　（1960），II（1964），　Heidelberg．

9＞“sangun”は三原（策）ウイグル園の時代に称号として導入された借用語で，のち人名を構成する

　園鞘名詞となったようにみえる。

10）本稿付編の写本F訳漉参ll裟。

11）勧汁，kntrv，ア♪zαρcz～rz‘たは第2節「八部衆の名称」参照。♪rfε，　cf．庄壇内1978：89；Laut　19861

　135．

ユ2）写本A，B，Dとの対応を明らかにするため引崩すると，トルコ語の証例は，「八陽経」wンドン厚

　本である（British　Library　Or．　82ユ2（104）。

　　　itngriltdr　3y議k隻護r　2U夏Uγk誓～賃疑g　luular　4装yntr重ar　sasurlar

　　　6talm　qraquglar　xanlar’r　7kint・rlar　Smttxurlar

　　　〈1諸天，〔儲鬼，L’大力の諸籠，4kyntrら，5asurら，〉

　　　〈6掠奪の黒鳥の薫ら，　7kSntrら，8muxurら〉
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ソグド譲はローゼンベルグFr．　Rosenberg（1920）発i菱のテキストである。

　　　（28）　…　’PZY　ZI〈　’nyw　i67，ygt

　　　〈’29）　ZY　S’pr’ykth　ZY　cw　2R’kt　ZY　7r6　3ykgt’

　　　　　7．．Y　’‘lcnt’rx3t　ZY　｛“kriwrt　ZY　’kyntrt

　　　（30）　ZY　8mx’wrt　1〈yty　’”

　　　　〈それから，…他の神々と5？魔女たち，2別なるものども，〉

　　　　〈また3多くの夜叉たち，生nt’rβら，6kr’wrら，7kyntrら〉

　　　　〈と，8rnx’wrら，それらは…　〉

　（濾）ローゼンベルグのテキストについては，巌いに憲田豊氏の指示を仰ぐことができたことに謝

意を表する（吉照豊1981．6．16書目）。音写の修．焦はそれによるが，邦訳はローゼンベルグのフラン

ス語訳を＝参照した。Fr．　Rosenberg，　Deux　fragments　sogdien－bouddhiques　clu　Ts’ien－fo－tong　de

Touen－houang，　ll．．Fragment．　d’un　sfitra．　fevestifo　AN．1920，　pp．399－420；cf．憲i；llli豊「ソグ鑓語文

献」講纒・敦燈第6巻轍爆胡弓文献匿（1985），P．204．

13）｝：．1二！典例（大正蔵経番号：No．（巻数）頁段（a，　b，c）行数）

頸回羅：［ljNo．224（8）438c12，　No．417（13）898a2　［21No．197（4）164c15　［4］No．474（14）

915b24　［5］　No．　292（10）623c7　［6］　No．483〈14）667c29　［7］　No．　221〈8）51c15　［9］　No．　125〈2）

550e27　［IO］　No．　212〈　4　＞620c29，　NQ．　226（　8　）516c28，　No．　3e9（！0＞le34cll

tt，，k］．　1；’E　afElfi．　1　［　l　l　No．　624　（15）　366c25，　No．　626（15）　389a12　［2］　No．　184　（　3　）461a15　［3］　No．　184　（　3　＞

461a15　［4］1　o．　632（15）461a28　［5］　No．154〈3＞99a2，　1｛io．　186〈3）488b13，　No．　222（8）197a9，

No．　481（14）636b22，　No．　513（14）785b］．8，　No．　565（14）924b19，　No．　585（15）Ia20，　No．　627（15）406b20

［71　No．　221（8）50c9　［8］No．　1331（21＞507c9　［IO］　No．　309（10）966a21，　No．　656（16＞lb15　［12］　No．

1　（　1　）81b28

緊陀羅：［10］No．656（16）7a19　［11］No．223（8＞363b29，　No．657（16）129a1　［13］No．397〈13）247c14

［241　No．　671（16）518a5　［30］　N6．　31e（ll！375a14・，　No．　639（15＞549a8　［32］　No．190（　3　＞677a7，　No．　479

（14）606a22　［401　No．187〈3＞573b12

緊i駐VS羅藍　：　［4］No．153＜3）52c24，聖曙。．530（14）808a17，No．200（4）2G3a玉4　［玉G］No．384（12＞玉G44al．3

［11］　No．　2el（　4・　）336all，　No．　227〈8　＞544c22，　No．　286（10＞519a5，　No．　420（13）926b20，　No．　426（14）

66a14，　No．464（14）481c9，　No．475（14）537b20，　No．482〈14＞660b20　［12］r　o．405（13）648b19　［131

No．　157（3）192a14，　No．374（12）430b19，　No．　397〈13＞21c28，　No．663〈16）336a20　［14］　No．　666（16）

457a27　［15］　No．294（10）855a23　E16］　No．407（13）662b12　［17］　No．99（2＞28b2　［18］　No．452（14）

420bl　［19］　No．414（／13）800all　［20］　｝Go．1335（21）571b21　［21］　No．658（16）209b18，　No．659〈16）

241b23　［22］　No．233（8）733a12，　No．314（ll）770b24　［23］　No．305（10＞929a26，　No．357（12）239b27

［24］　｝〈lo．440〈14）　114a7，　No．465　〈14）483c28　［25］　No．　835　（17）888c14，　｝（io．1344　（21）851a7　［26］
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No．421（13）943b23　［27］　No．341（12）115c27　［28］　No．231（8）687b17，　No．478（14）597c20　［29］

No．669（16）477clO　［30］　No．3iO（11）103b22，　No．386（12）iO76b16　［31］　No．673（16）640c25　［32］

No．190（3）691c13，　No．443（14）354a3　［33］No．415（13＞830b5　［34］ISio．402（13）540b28　［36］No．486

（14）697b13以“rド屠各

緊那洛：［35j　No．220（5＞276c12，　No．411（13＞777a13　［40］No．970（19）357c12

14）付編訳注参照。なお，シングコ罷シェリ訳「金光明経」の翻訳蒔期については森安孝夫氏の解説を

参照されたい［森安1985a：59一・60］。1022年の田付と判定されたこのトルコ語経典の序文写本断片

（T．嚢Y．37＞は，依然として所在不明のようであるが，ル＝コックによって残された膏訳テキストは，

最近ツィーメ氏によって確認され公表された［Zie雛e　1989a｝。

15）ラドロフ及びシナシ＝チキンは，“qulqy－a”を入名とみないで，〈しもべ〉と訳し，末尾の写経識語

について，次のように解釈する。“Auf　den　Wunsch　des　Dharmuruci－Sali，　des　Laienbruders，　der

nur　ein　Skiave　ist，　habe　ich　es　geschrieben．　’〈男儒徒で，ひとりのしもべにすぎない，ダルムルチ＝

サリの発願によって，私は書いた〉［Radloff　1911：28］。“Ben　zavalli，　upasaka　Drmurug（Skr．

1）harmaruci）Seli’nin　isteg擁zerlne　yazd王m．”〈私しもべは，優婆塞ダルムルチ＝セリの発願によって，

（私が〉書いた〉［Tek語1960：25］。醐慧ともダルムルチを優婆塞（男僑徒）の人名と理解し，写経の

発願者とする。したがって書写人の名前は書かれなかったとみる（c£Radloff　1911，VI）。また後者

の〈私しもべ〉（qulqy－a）を主辞（第1人称〉とするには無理がある。少なくともここでは〈優婆塞

qulqy－aの笹野によって〉と理解しなければならない。筆者は，サンスクリット名に由来するダルム

ルチを書写人の人名と考えたい。クルキヤ（qulqy－a＞の原意はqul〈しもべ〉＋qya（接尾語：cf．

ATG，155＞であるが，ここでは優婆塞の呼び名としておきたい。　Burxan　q面〈仏奴〉，Nom　qu11〈法

界〉，Toyyn　qul冥〈僻奴〉などの人名がウイグル文書類にみえることを考えると，“qulqy－a”と呼ぶこと

法体，決して卑下を三昧したのではあるまい。
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三編旧「三文珍蔵A写本断片訳注

　「素文珍蔵」写本断片は巻子に装丁され，取得の漢文識語が添付されている。トルコ語

本「観音経」の残簡である。ここに音訳テキストと訳注を発表し写真図版を付けて研究の

便宜としたい。羽田明先生から出土写本の解読に手ほどきをいただいて，30黛が経つ。

ここに新しい断片の解読研究を授けられたことに対して報恩の思いを禁じえないのであ

る。

　写本残簡は3断片（A：18行，23cm　X23．　3cm　B：20行，25．7cm×23。3cm　C：46行，

60．2cm×23．3cm）からなるが，漢文原典と対照すれば，断片の順位（B，C，　A）と数行の重

なりに酎慮することによって，容易に再構成が可能となる。巻子本78行の残簡である。

行間隔1。3cmで，行長20．4cmの両側に朱i堺欄が引かれ，朱線の行罫に重ねて黒墨で文字

が書写されている。

　巻子に装丁された現状は以下に示す図面のようであるe本稿の音訳テキストは，まず

ABCの順序に通し番号を付けた。そして［納に復元番号を示し，その1瞬位にしたがい

配列したものである。B断片とC断片は4行の接合部分を持つ。またC断片とA断片

は2行が接合する。なお，写真図版はA，BとCにわけ，漢文識語と巻子装丁本の表題を

別に掲載した。

　テキストの音訳表記は，破損部分を適宜に斜線（／／／），復元部分を角括弧［］，部分的補

完を括弧（）によって行った。また文字の一部がみえても解読囲難なときは文字数を予

測してピリオド（。。．）を入れた。原写本の句読点の2点はコロン（：）で示した。解読作

業の段階で，来日中（1990年5月）のベルリン科学アカデミーのツィーメ（Dr．　Peter

Zieme）氏から二，三の語について示唆を得たことを記して謝意を表する。

　「観音経」原典は，大正親旧大蔵経巻第九No．262「妙法蓮華経観世音菩薩普三三第二十

五」（56c－58b）による。略記と引用・参考文献は，次のもののほかは末尾に記載した。

織田仏辞：織田得能著『織田仏教大辞典』（補訂縮刷版）菓京　大蔵出版1980．

金光明経：義浄訳翠金光明最勝王経s大正（T．）16，No．　665　pp．　403－456．

金光朋経トルコ二本：ラドロフ刊本→Suv．
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総合仏辞：if総合仏教大辞典誤（発行者1獺村1翔京都法蔵館1987．

大正（T．〉：火盤新修大蔵経。

対照仏辞：荻原雲来編纂膜訳対照梵和大辞夢1酷熱補改訂版）講談禎1979．

ATG：A．　v．　Gabai鳶，遼燃痴3伽G1・antmat・ik，　Wiesbaden　197婆．

BTT　：　Schnften　xur　Geschichte　und　Kultztr　des　A／ten　Orients．　BerliRer　Turfantexte，

Berlin．

ED　：G．　Clauson，　澄π　Etymol（唇～’（ral　D・iとtiOllal．y　（～ブPl・e一一7『Tliirt’eeアltゐ　Century　Tw”7eisk，

Oxforcl　1972．

D’1’S　：　V．M
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
Nadeljaev，　D．M．　Nasilov，　E．R．　Teni首ev，　A．　M．　S6efbak， Drevn．et一

　　　．ittrkskij　slovar；　Lening．　rad　1969．

Suv　：　V．V．　Radiov’，　S．　S）．　Malov’，　Suvarnaprabliasa，　Bibliotheca　Bttddhica　XVg，

　　　　Sanl〈tpeterburg　1913ml．917　〈Nettdrttck　：　Osnabrifck　1970）．

以下，テキストの鷹訳，注，邦訳（付：原典〉，訳注，内容の注釈を示す。

テキストの音訳

…
3
｝
等
」
「
」
3
ユ
コ
達

1
2
3
4
5
6
7
8
9

口QJ
紅11ユ

［12］

1131

［14］

［IS］

g16］

ほ7コ

［18］

［王9］

［20］

［21］

［22］

［23］

1243

19
20
21

22
23
2唾

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

35／39

36／40

37／41

38／42
43
44
45
46

／／／／／／／ff／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／f／／／（．．．．．．．）　（｝）〈．．）　（．．）／／

／／／／／／／／／／／／／（騨〉／／／／／／／／／／／／／ノ／／／／／　銭（k蟻）き　毛輩誠紛　ar“r　獅u

／／／／／／　yr1’i［qa《i’1：コ（？）　［a玉（蓬蓬x獄るs1［z］　k69（簸）〔z］　（。．。鱒鱒＞　ar毛in＆雛　簸｝髪登き

［毛主］（tlr）（？）　 ：
　 aもi　 k6trU1丁目き　　tn呂ri醗　　もip　　（6も慧n＞も玉　　：　　もngri　　宅n菖risi

lburx3an　y蕊nゑ　Σr1るa　もi瓢p　yr1Σ｛≧」（ad　’1）　：blrCk．yana　重kiR七i　もa亀Σ

lbil（y）　kigi　bo　k6［r］ga｝i　（arklig）　（quaRg）i一’im　bodistv一一n’ing　at’in

iatasar］　：　（｝an）9一融￥n毛六｝　bir　6d韮鷺　ky－a　ξ是rs滋r　yma　もaPXnsar　－r

／／（．。）／／／／　（斌㌻）itn＄ar（？）　：bo　玉くk）i　もδrl麺遷ζ　kiきi一一nin竃　buya臓　該（孟9謡

［q’ilin6’i］　〈t＃p）　titz　ad’lrts’iz　bir　tag　artty　：　ygz　ming　ttiman

／／／／ノ／／／／　£6］C蓬lar一・t養　y主p　aきap　t蔽kadin6siz　穏も重r　：a1（劉黙～is’iz

〔k69ミizj　／／／／／／／　bo　k6rg義li　毯r｝cl三≦ぎ　脅uanきi一璽庸葺bodi＄tv－nΣn＆

ノノノ／／ノ／／ノ／ノ　（b＞uyan　ad9罎　～聾1Σn6宝　asΣγご　（も）嬢susX　（y蹟義X？＞　mURもaγ

yiも（i）［n6＄iz　骸lg］慧Rξisミiz　ulsuz　も鉄ps嚢z　ar（琶）｛二r　：　もiiもr懸　k6〈r＞［菖i…（三）（？〉　　：

alqin6（s’iz）　（kO）gttiz　bedisltv　yang　t’inlv一一lar一一qa　antaV　yang［i’i“r］（？＞

！臓ca　　毛i襲　　6も益nti　　：　（a）難taγ　 註rs註〈r＞　　tip　　：　　n◎餓　　（nG陽）layu　 儀u毛γ＆rur　　：

玉｛6rga玉主　　義rklig　　（q）u＆nきi一、i期　 ／／／／／　　［Sa］mnanご　　殺paきΣ　　upasaRむ　　bo

y玉rも呈n（cu）一も畿　ノ／／／　yan鷹’ilrt’1ユ（？）　（餉）　／／（．＞s童籍9薮　t6r琶一si簸9養

（。。）／／　　（き）（o＞mlaf／　／／（．．）／／（．）　kOrkin　nom／／／／　（itn）i登ga　 亘菖Ziginga
a玉　alも＆γ一玉’1￥　k賎6i　k6s蟻轟i　’Y（K＞／／／／／／／／／／（。）　議rsar

tltgri蹟　もip　疑d圭　：ξ｝乞r鍍　a玉す笈職こsN£Z］　（k）［69註2窪　／／／／／／／ノ

tip　yr　1　’i　aja（難　：毛6z辻n一玉ar　◎γ11－y－a　（b圭r6瓦〉　（娃）ayu　1）a雑q一［もa（蓬灘

uiuき一もa錘Σ　もΣ籍1．γ一王ar一（曳a　ki鵜　尊ayu　tΣ難1￥一｝ar－ta　通k並き　a2級n一

一王ar－da　burxan一圭ar　溢d9葛一si飛ga　s縫Z臼蓋柱P　O識　tOr王越＆　or飛a￥一
一一 撃≠秩@on　も6rlミig　y◎r’iγ一玉ar　：　Gn　もOrまi主g　buyan　議vir一



ユ
3
】
」
］
…
3
3
匪
…
き
3
き
3
蓬
達
コ
3
］
］
1
「
］
］
3
］
3
］
3
三
葦
】
］
〕
〕
］
3
ユ
…
箋
］
」
】
〕
3
3
コ
ユ
ユ
ユ
3
3
3
］
〕

5
6
7
8
9
0
玉
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
護
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
◎
1
2
3
咳
5
6
7
8
9
0
王
2
3
4
δ
6
7
8

2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
穫
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
δ
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
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7
7
7
7
7

［
［
［
ε
［
［
［
ε
［
£
［
［
£
£
［
［
ε
［
ξ
［
［
［
［
［
〔
ξ
£
［
［
［
〔
鉦
［
ε
［
［
ζ
ε
紅
£
〔
£
£
［
［
〔
ε
［
ε
［
［
［
［
［
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／
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9
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9
G
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8
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［一rnak］一｝ar　：　OR　tδr〈1）［娠9］　yir　orun－1ar（圭a　ulaVi’ミi6

a（s）［an］k圭　y豚z　嚢1xaklP一口γ　uz媛捻　6d　簸za　b茎蓉γu王u〈l　a1　Vl

parami電一1冗γ　 yivig　 鍍Z潅　 bUも9U王最k　 sak三z　 biligi臓　 yari1’iP
tOrも　bi玉9該　b1｝i＆in　u益ulup　益ξ｝該ギ6z　ad　’i　rt　if賎2〔a3

bili王gif｝ttk　ardミiktag　kirt亘　tUz　t慧P王蔭9　も慧tr勉恥　tari臓9

ygr熊91廿9　burxan－lar　k6r頚gi　bod圭stv一三ar　y〔》r冗γΣ　毛ayきing

鵬xayξ臓　籍。納　i6inta　6gratig　蔓寮m￥き　arsar－1琶r　6trミi　k6r一

鼎9凌1呈　a「k玉主9　壷uan忌i齢’im　b◎distv　o夏　YinlY－1ar一転a　bur文an一

一（lar）　k6rkin　k6rl｛it（圭P＞　nom　n◎田1ayu　亘at†arur　＝　b玉r6k　k隻m

［qayu］　雛嶽1γ一玉ar　：praもika［saコ（nbut＞一1ar　adg疑一s圭鷺ga　s慧z昼ioP　：
（。）／／／／／／／／／／　（i）ki　ygr揃i　［bユ6玉妓（kl簸g）　t’iltaγ一一d’in　tuγmΣ蓉　nom｝ar

i6［三nもa　 6gra］（も）ig　 ［g11騰1き　 哉rsajr－1滋r　 6tr登　 kOrg註li　arklig
quan忌重一〔’諭〕bo（難s乞v］　（◎1）　七’in1Y－1ar一打a　pra嫉kasar…bu七一Gar）　（k6r）一

一k（i．n）　k（6）rkitip　n◎珊　n（o）跡1（a＞yu　qutγarur　：　bir6k　kim　qayu　Vinlγ一

一lar　銭（k）登き　a乞un－lar－da　巷rxant　d玉nもar一玉ar　註dg慧一sing義

si生2（蟻1童ip）　〔註聚善gak　もi］（r＞9隻n　66至嘱k　yol　tigma　bo

tδ［r乞】　（や〉／／／／／／／ノ／／／／／／／（．）　kSrtit一・si　no醗1ar一三a　s（ap）6’i

（◎run＞一lar　i6圭nも該　（6＞gr呂［犠93　蔓’il鵬’its養rsar一声ar　：　6℃rU　kOr一

（一＆議li＞arklig　尊uaB蓉ゴ三m　b（od）£ist葺（v）　01　蝋nlγ一lar一蚕a　算TxaRt　dinもar一

（一｝ar）　k6｝’kin　k6rki駐p　nom　飛。鶏玉ayu　q賢tγarur　：b主r6k　ki蔚

軽ayu　蝦n王γ一lar　mxabrxmi　ulUY　azrua　tngri　or獄in＆a　s蟻3慧1亘P
bo　｛瀦1ra漁戸aす　眼γllき一も（a謡〉£2］　yvlaq　ay’i￥　no八一亙ar（蓬’in　《｝ngi　註dr慧1一

一選ζii（玉）寅1k　n◎恥一1arda　6gr誤tig　ζiΣ1飛Σき　arsξをr一玉ar　：　6毛r賎．　k6rgali

［a】rkl主調　蔓uanきi一、i醗　［圭）03（di）s（t）［vj　o玉　巖疑1γ一玉ar一一弓a　恥xabrx醗i　uluγ

（a）［zrua］　（t＞£ngri　k6rki嶽　k6rk圭］（t董P＞　職OiB　n◎恥1ayu　皇ut†arur　：bir6k

kim　蔓（ay）薮U　蝦益1γ一lar　tngri］　（xa＞n’i　xor冨獄1乞ta　tngri　ornlnga

s敦z辻K最p）　S（W＞（，，．）／／／　紅毛n］（g＞r玉yirinta　til￥Vu正u藪　iき　k6d叢g

（．）／／（。）9－1義（r）〈？〉　（．）／／／　（6graも乏9）　尊難壁董忌　arsar－lar　：　6tr銭　k6rga圭i

arlclig嬢a醗i一’1暁b〈G）磁stV　Q1蝦飛1γ→ar一・qa　tngri　xa庶
xor蒲uzもa　t鶏gri　k6rki鷺　k6rl｛iセip　短。鶏　臓。扮｝ayu　（註utYξしrur　：bir［6k］

ki獅　尊ayu　もlnlγ一・lay　：　＆1も1n6　侮aも　Qrun　蘇…珊ran鋤a（k　U￥Uき　U6璽

（a）d’in－1ar　 b1菖登r毛mgsi　 毯za　 arksinda6i　　tn91、i　 yiriRga　 s（。〉／／／／（．）

a玉もi　窪aも　tBgr玉　yir重n毛蕊　t’id’iYs’iz　（a（圭）／／／ノノノ／／／／／／／／／／／／／

一in　bu．yan　adgu　蔓茎1釜n6　朝酒／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

6毛r蟻　　k6rg該1i　　arklig　 qξuanきi一℃i蒲ユ　　／／／／／／／／／／／／／／／／／

一登a　＆rkiig　tngr〔i］　k6rkin　／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

b（i）［r］（6）k　ki濁　～主ayu　毛’inlγ一1a（r）／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

（c）£0］（γ）一IRga　ya　｝　’i　nga　／／／／ノ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

蔓x（1魏）xき　該rsar一（1註）r　：　6tr賎　／／／／／ノノ／／／／／／ノ／／／／／ノ／／／／／／

ol　（t＞￥窺1γ一夏ar一壁a　　議rklig　 鵬ak（i）勇V［ari誹　／／／／／／／／／／／／／／

n◎貌　（no）m1ay怨　奄uもγarur　b圭r6｝〈　ki醗　（q）［ayu］　ノ／／／／／／／／£sakiz　otUZ］

baγtngri－lar　urngutl　san6ana6ayi　a毛1γtng［ridamユsgit　b謝一
　　　　　　り㎜nVRg　co￥￥a竃a　ya銭轟ga　sttzitk　kir毛9紋窮6　kQngilま一｝琶9

暴rsar－1ar　：　6tr柱　k6r鷹aii　arklig　軽uan黒雲，i醗　bodistv　o王

漁1γ一王ar－qa　s薮kiz　otuz　baγtngri－1註r　urngutl’san6anaeayi
a毛玉γ　毛籍grid義甲　s蘇U　ba忌Σ　k6rkin　k6rkitip　n◎購　nomlayu　畦ut一

㎜Tarur　：　bir6k　ki蹄　軽（ay）U　賀n1γ一1ar　：k算セー1麺9　む0￥一（IUγ＞　SUV一

鳳1Uγ　yalΣ四一玉i￥　vaiきiravani　醗xaraこ一nXng　こOγ一’inga　yahn一

一ga　s（uzu）｝c　｝｛［irtg電まn6　kΩ］（蹴9）［ill一・1蔽］g　arsar一王ar　：　6tr通　k6rgali

arkhg　蔓uan忌i一’三（蒲）　［bodistvコ　ol　蝦n1γ一lar一（亟）a　vai甑ravani

mxara6　k6rkin　£k6rkiti］p　no田　轟。険1ayu　《lu（七竃＞arur　：b（ir6k）
／／／／／／／ノ／／／ノ／／／／／／／／／／／／／／／／／／［y］irも主n6娘daki　 u1（u）γ　 i王ig－1ar　 xan
〃〃／／／〃〃／〃〃〃〃／／／／〃［kpngUll－lifg　arsar－lar：6も痴
／ノ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／　［bod圭］＄七v　［01　毛］i！zlγ一lar一／／／／ノ
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テキストの注

［3］（．．．．．。．）：bodistvの可能性がある。

［8］／／（．．）／／／／：［aγ］　Zr［layu］であるかもしれない。

［10］／／／／／／／／／：［floti　halp］の語がはいると考えられる。

［11］／／／／／／／：［bodistw］と復元できるかもしれない。

［12］／／／／／／／／／／／：［o日曜α詔月の可能性がある。

［16］／／／／／：［’o卿］の語がはいる可能性がある。

［17］yαη綬［r朗は確かでない。

［18］（．．）／／（．）mla／／（．．）／／（．）：（71）［om　7z］（o）mla［yu］（？）（一一）／／（。）であるかもし

　　れない。

［41］tσ［rt］⇔／／／／／／／／／／／／／⇔：tb［rt］（‘）［捌祝g嫌伽瑚（r）と補うことができる。

［51］SW（．．．）／／／：ぎ（arda＞〔vas］またはstixtikの可能性はある。訳注［51］参照。

［56］s（．）／／／／（．）：s（v）［igli］（g）（？），一つの可能性にすぎない。

〔57］（ad＞／／／／／：（tid）［9h］／／／の可能性はある。

テキストの訳

　［1］［2］・………多数であるか，［3］…と仰せられた。無尽意［菩薩は（？），］たい

へん多い，［4｝といわれる，世蓉わが天よ，と申し上げた。天の天たる［5］ブルハン（篇仏

陀）は，またかように仰せられた。もしまた第二のもう［6］一人も，この観（想）する力の

ある観世音菩薩の名薗を［7］称するならば，まずこれより，一晴なりとも礼拝すれば，

［8狂恭しく］敬えば，この二種の人の福徳の［9］行為はまったく等しく区別ない一つの

もののようである。百千万［10］四劫｝蒋に飲み食らい尽くせないほど，といわれる。無

rw＿　［11］［意菩’薩よ（？），］この観想する力のある観世音菩薩の［12］［名前を称すれば（？），］

福徳の行為の利益もまた，このように［13］未到の計りえない底なしで「ある。汝はよく観

察せよ。［14］無尽意菩薩は，また人びとのために，以下のように［15］かように申し上げた。

以下のようにとは，法を説き祝福する（ことである）。［16］観想する力のある観世音は，

［比丘］，比丘尼，優婆塞，優婆夷，この［17］世間に…新たに（？）…掟によって，［18］

一…………
ｹ声による［19］方便の力は・…とは，［20］わが天よ，といった。そこで無

尽意［菩薩へかよう］　［21］に仰せられた。善勇子よ，もしどこかの町にある［22］薗にいる



小　購　欝典 24

人びとにあって，多くの世界［23］において，諸仏の徳によって清められて十種の地処，

〔24］十種の行，十種の功徳を圓向する［25］こと，十種の地処などにおける三［26］阿僧祇

百大門の長瞬に修業されるべき六［27］波羅蜜の飾りによって成すべき八四をもって破ら

れて［28］四智をもって理解し，三身の分別によって［29］知られるべき「あるがまま」（・糞

如）の真に等しい，底の大変深い［30］意義ある諸仏の照覧（？）と菩薩の修業と大乗［31］マ

ハーヤーン法のなかで学回した，人びとであるならば，すなわち観想［32］する力のある観

世音菩薩は，その人びとのために諸仏〔33］の姿を現して法を説き祝福する。もし［34］縁

覚者の徳によって清められ，［35〕…十二部の因縁から生まれた法［36］のなかで学習をし

た，人びとならば，すなわち観想する力のある［37］観世音菩薩は，その人びとのために，縁

覚者の姿〔38］を現して，法を説き祝福ずる。もし［39］多くの世界において阿羅漢僧の徳

によって［4◎1清められ，苦・集・滅・道と称するこの［41］四［種の聖なる］真実の法に適

合した［42］所のなかで学習をした，人びとならば，すなわち観想する［43］力のある観世音

菩薩は，その人びとのために，阿羅漢僧［44］の姿を現して，法を説き祝福する。もし［45］

マハーブラーフミー大梵天のところによって清められ，［46］この欲界にある邪悪の法か

ら離脱［47］すべき法において学轡した人びとならば，すなわち観想する［48］力のある観

世音菩薩は，その人びとのために，マハーブラーフミー大［49］梵天の姿を現して，法を説

き祝福する。もし［5e］天王ホルムズタ［瓢帝釈］天のところによって［51］清められ，…天

の地に生まれるべき事を［52］……学習した，人びとならば，すなわち観想する［53］力の

ある観嶺音菩薩は，その人びとのために，天王［54］ホルムズタ［＝帝釈］天の姿を現して，法

を説き祝福する。もし［55］第六屡所の欲界の端，［56］他者を変化せしめて支配する（・等

化自在）天の地によって［享楽の］（？〉［57］六層夫の地で，障害のない……［58］をもって，

福徳の行為をなし・…入びとならば，こ59］すなわち観想する［53］力のある観世音菩薩…

［6◎］に有力な天の姿を［現して，法を説き祝福する。〕［61］もし，……［62］威光によって，

……
m63］した，人びとならば，すなわち…一…［64］その帯びとのために有力なマヒ

シュヴァリ［・大自在天］…〔65〕法を説き祝福する。もし［，二十八］［66］姓の諸天の大将，

サンチャナチャイと名付ける天の将軍［67］の威光によって清い信心をもてる人びと［68］

ならば，すなわち観想する力のある観世音菩薩はその［69］人びとのために，二十八姓の諸

天の大将，サンチャナチャイ［70］と名付ける天の将軍の姿を現して，法を説き［7三］祝福す

る。もし，名声ある栄光ある瑞々しい［72］威光あるヴァイシラヴァニ［・毘沙門］大王の威

光によって［73］清い儒心をもてる人びとならば，すなわち観想する〔74］力のある観世音

菩薩はその人びとのために，ヴァイシラヴァニ［＝毘沙門〕［75］大王の姿を現して，法を説
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き祝福する。もし［76〕……・・世界にいる大君主だち［77］　・・…［清い信心］をもてる人

びとならば，すなわち［78］観想する力のある観世音】蓄薩はその人びと［のために］

　漢文原典（数字は上記回数を示す）

「是善男子善女人功徳2多不，無三門言，甚多世尊，5佛言，若復有人受持観世音菩薩名號，乃

至一時禮拝供養，re　IL人福正等無異，於百千萬且0億劫：不可窮鑑，無盤意，受持観世音菩薩名

號，得知是無量無邊福徳之利，無蓋意菩薩白佛需，世尊，観世音菩薩，云阿遊i此娑婆世界，15

云何而為衆生説法，方便之力，其事云何，2。佛告無盤意菩薩，善男子，若有鼠土衆生磨以佛身

得度者，観世音菩薩即現佛身而為説法，》癒以辞支佛身得度者，即現辞支佛身而為説法，3囎i

以聲聞身得度者，即現聲聞身而為説法，45鷹以梵王身得度者，即現梵王身而為説法，50慮以帝

釈身得慶者，即現三子身而為説法，鰯讐似自在天身得度者，即現自在天身而為説法，暢態以大

自在天身得度者，即現大自在天身下冷説法，β癒以天大将軍身得度者，即二天大将軍身而為

説法，7蓬三二毘沙門身得度者，二三毘沙門身而為説法，7β鷹以二王身得度者，即現小二身而為

説法」（57a14－b6）

訳注

［7］（伽＞gη醜伽は漢文の「乃至」に対応する。いくつかの例はangml’ntl’n（Suv　508－11；

Suv　539－9）のように結合して書かれる。クローソンは侃g㎜α伽猛adverte臓£ly’〈うかつ

にも〉の誤写とみた（ED　186b－187a：angml’n）。しかし実例は接続詞的用法にみえる。

直訳は〈まずこ．れより〉か，〈そして，また，あるいは〉などに近い強調的接続辞とみたい。

下記の接続辞（下線〉と副詞句（波線）の例を参考としたい。Suv’508（懸6b）一11：

　　（　5　）　ifsdun　turda6’i’　tngrimlarig　：

　　（6）　dng　alqご籍～lu－sy　orun－ta：玉雌

　　（　7　）　！　a　a　s”udavaz　：　ark’7　yir”ta

　　（　8　）　turda6’twwlar’i7　：　ultt7　a．zrua

　　（9）buryuqmlarl’n＞gtgga　bi／gg！！irgartt：wwan61a

　　（le）　gsLsetlAlg31｛Ls　：　a．zrua　quvray－i’

　　（11）　tngri－1装rig：ar主9獄￥n乞￥n騰

　　（12）　if6　ming　yirtin6ti　16intaki　：

　　（13）　sav　at17　loka；adu　：　yirtin6tt
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　　G4）　yir　suv　iya－sin：taq’i’　yma

　　（i5）　．b．i．rl．algi．　：　tirinin　quvra7”in　bay6a一

　　（歪6）　ゴ｝ぎ：o玉qamaγtngri－Iarig　：

　　（27）　alqu－nl“　bar6a　6tifnifrmn　：

訳：（5）上にとどまる諸天を，（6）「色の究極」所などと（7）順番にしたがい浄回天

　　（Skt．綴ddhavasa＞の地にとどまるものを，大梵天の補佐（9）役を，また一方，岡じく

　　（10）残りなく，梵衆の（11）諸天を，まずこれより広く，（12）三千世界のなかで（13）娑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ww
　　婆（Skt．　saha）と名づける世間（盤界（14）地水）の主を，さらにまた，（15）共岡の，群衆

　　をすべて（16）を，そのすべての諸天を，（17）すべてをみな，私は講い願うものである。

漢文：上従色究寛，及以浄屡天，大梵及梵輔，一切梵王衆，乃至遍三千，索詞世界主，井及諸

巻属，我今皆請召。（T．16，No．　665，p．438b）

［15］研如γ伽3伽〈そのようなとは，以下のようにとは〉，　di’sdr〈あるならば〉（条件法）は，軽

い疑問詞的用法であろう。

U8］itningn　ngxigingn〈豪董籍によって〉；cf．　BTT　I，p．54；BTT　V，p．　47（393）；BTT覇，

p．126（agsig）・

［22］kim　eayu伽解αr’鳳＿［31］＿ttxsdl一〈…（した）ところの人びとであるならば〉，kim

は閣係代名詞的用法であろう。

［21］　一　［31］は漢文「鷲麿閣土衆生，鷹以佛身得度者」に対応するが，注釈的敷徳により，大

乗菩薩十二（織田仏辞923－924），十行（同上908b），柱定の菩薩（総合仏辞636c）などに國参

照される菩薩道が引用される。

　［23］on　t6rlttg　Omaγ一｝ar〈十種の地所〉「十地」

　［24］Qn　t6r始g　yor冥γ一lar〈→輔種の修行〉「十行」

　〔25］on　t6rltig　buyan　avirmak－lar〈十種の福徳圃向〉

　［27］　sakiz　bilig〈ノ＼識〉「ノX言哉」（唯壽義論）

　［28］tdrt　bilga　bi｝ig〈四つの賢い知識〉「四智」

　［28］ti6証Oz　ad￥rt衣三身の区別〉「分別三身」

　［30］burxa且一1ar　k6rUgi〈諸仏の照覧（？＞＞

　　kbrtig〈照覧（？）〉は確かでない。突豚碑文では‘observer，　spゾ（ED　741＞の意昧で知

られる。そのほかトルコ語「八陽経」ロンドン写本の識語に突豚文字で岡一一の語形がみえ

る（cf．森安1985b：31）。

［34，37］Pratifeasanbutは粍痒支佛」に対する訳であるが，　Skt．　pratyekab岨dha（縁覚）と
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Skt．　sambOddha（等覚）を結合させた独自の用語であろうか（対照辞典1434b参照〉。

［40－41］amgble〈蕃しみ〉，tirgin．〈集まり〉，∂伽鍛〈滅ぼすこと〉，yol〈遵〉，すなわち蕃・集・

滅・道の照聖諦をいう。s（aP）詑く適金した〉の語はツィーメ氏によって新しい晃解が示さ

れている［Zieme　l989a：243］（cf．　DTS　485b：sapsX）。

［51］帯1釈天は三十撚ジ天の天主であるが，金光明経のトルコ語本にも∫π8γ∫溜纏κoノ魏π筋α

tngri〈天王ホルムズ青天〉（Suv　132－17，18＞と訳されている。た：だ浄屡天

（Skt．§uddhavasa＞との直接的関係はないので，諏勲搬5〃zgr砂励～孟旗卜居天の地に〉と復

元する理由がなく，3薦鍛魏gr砂か纏〃ならば，第三十三番属の「清浄天」を指すことになる

が，音写の一致に多少不安がある。

［56］α漉ノ配灘晦混漉π認5訪滋〃漉5加四川他のものらを変化せしめることによって支配す

る天〉は「他化趨在’天」の直訳で，金光明経に以下の訳例がある。

Suv　508（　va6b）一22，22　：

　　（Suv　508－2i）　a；’fn－lar　（22）　blgtirtmaki　ifzti　ayksinta’6i　：　（23）　at17　az　arigda　blgifrt－

　　ga”一　（509ww1）　一li　savigHlig　：　asaq　asraqV　（　2　）　orttn－ta　：

　訳：　他のものらを変化せしめることによって支配するもの，と名づける悪魔の住地

　　に変化せしめるべき，享楽の，足下のところにおいて。

［66，69〕　santianaiayiは「僧慎辮諸勢」，漢訳「正了知」（金光明経）に対応するもの。大正16，

p．441の注にsafijaya（sa籔ci痢aya）（10）；sa卑ci旬aya（16），対ll軽辞典（1390a＞にsarpjfieya

とする。ラドロフ（Suv　535棚22a19－22）は，下記のように，　sanUanac“aviと読み，クローソ

ンは々α22枷ηα諏瀕ED　237a）と読みかえたが，正しくない。

　金光明経の漢文ヂ何故旧名正了知，此之因縁」（T．16，No．665，　p．441b10）に対するラド

ロフ本：

　　　（19＞　n衰avnt（＝avant）tごltaγ積Z銭m銭ning

　　　（20）　sait6aRa6avi　koniwwsin6a　bilta’6i　tip

　　　（21）　adanu　t銭gi籍紐捲uγur一￥職siz

　　　（22）　kntif　tukal　biltt　yrl’i’qayur　siz　：

　訳：（19）阿の融縁によって，私が（20＞sanc“anaJavi　（＝sanianaどayi），“正しさによって知る

　　もの”と（21）名づけられるにいたったか，その理由を汝は（22）甲介つぶさに知りたも

　　うや。
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内容の注釈

［35］iki　．yg7・mi　boltzfelitg　tzltay〈十二部の困縁〉，すなわち十二因縁は辞支仏の観門である

ところがらこの説明がなされたとみられる（織田仏辞930a参照）。

［40縫1］「苦集滅道」の四諦は声聞乗の入が観ずることができるところがら，ここに説明

がなされたに違いない（織田仏辞296a参照）。

［46］梵天は色界の初回天であるから，この説明が加えられたとみられる（織田仏辞

1637ab参照＞Q

［561他化自在天（Skt．　paranirmita－va6a－vartin）は欲界（六欲天）の第六で，他のものが

こしらえた楽境を奪って自在に享楽するという。

［66］「天大将軍」が「僧慎爾耶薬叉大将」（漢訳「正了知大将」：金光明経〉に結びつけられ

たのは，金光明経トルコ語本（Suv583，、駐21b2－7）を引用したからではなかろうか。

　　Suv583（wr，　21b）ma’（　7　）　ol　6tifR　（　8　）　san6ana6avi（sic）　atly　tng．ri－lar　（　9　）　orungat“i’

　　（sic）　sa｝〈iz　otuz　ba7　tngrim　（IO）　’ltir　arklig－lari　birla　ulu7　（ll）　t，irin　quvra7　aras’fn－

　　ta　yom7’f　（12）　olurm’fg　oruR－lar’f－t’i’n　Orif　（！3）　turup　：　，

　訳1その階に，サンチャナチャイと名づける諸天の大将は，二十八姓の諸天の有’力者と

　　　ともに，大群集の闘にあって，みな座席から起きあがった。

　　　「三時僧慎爾耶薬叉大将，井与二十八部衆薬叉諸神，於大衆中，皆三座起」

　　　（T．16，　No．665，p．441a）
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